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平成２５年度第１５回教育研究評議会議事要旨 

 

 日 時 平成２６年２月７日（金）１６時３６分開会 

 場 所  第１会議室 

出席者 １６名 

和田理事（総務・財務担当副学長），大矢理事（教育担当副学長），奥田副学長， 

鈴木評議員（言語センター長）， 平沢評議員（情報処理センター長）， 

松家評議員（経済学科長），坂柳評議員（商学科長），林評議員（企業法学科長）， 

加地評議員（社会情報学科長），八木評議員（一般教育系学科主任）， 

金評議員（現代商学専攻長），横田評議員（経済学科教授）， 

プラート評議員（商学科教授），石黒評議員（企業法学科教授）， 

上野評議員（一般教育系教授），瀬戸評議員（アントレプレナーシップ専攻教授） 

 

公欠者  ７名 

山本学長，李評議員（ビジネス創造センター長），穴沢評議員（国際交流センター長）， 

籏本評議員（アントレプレナーシップ専攻長），中村（隆）評議員（社会情報学科教授）， 

山本（久）評議員（言語センター教授） 

 

欠席者  ０名 

 

 

議事に先立ち，和田理事から，山本学長が出張で不在のため，議長を代行する旨，発言が

あった。 
続いて，事前に配付している前回（１月８日）開催の平成２５年度第１４回教育研究評議

会の議事要旨の確認が行われた。 
 

 

審 議 事 項 

 

１．言語センター長の承認について 

 
和田議長代行から，言語センター長の承認について，提案があった。 
 

〈提案内容〉 
○言語センター長（言語センター 鈴木 将史 教授）の任期が，平成２６年３月３１日を

もって満了することに伴い，本日開催の学部・大学院合同教授会において，次期言語センタ

ー長として，尾形 弘人 教授が選出されたので，承認願いたい。 

○次期言語センター長の任期については，平成２６年４月１日から平成２８年３月３１日ま

での２年間となる。 

 

続いて，審議が行われ，原案どおり承認された。 
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２．情報処理センター長の承認について 

 

和田議長代行から，情報処理センター長の承認について，提案があった。 

 

〈提案内容〉 

○情報処理センター長（社会情報学科 平沢 尚毅 教授）の任期が，平成２６年３月３１

日をもって満了することに伴い，本日開催の学部・大学院合同教授会において，次期情報処

理センター長として，行方 常幸 教授が選出されたので，承認願いたい。 

○次期情報処理センター長の任期については，平成２６年４月１日から平成２８年３月３１

日までの２年間となる。 

 

続いて，審議が行われ，原案どおり承認された。 

 

 

 

３．国立大学法人小樽商科大学学長選考会議委員の選出について 
 

和田議長代行から，国立大学法人小樽商科大学学長選考会議委員の選出について，提案が

あった。 
 

〈提案内容〉 
○学長選考会議委員であった持田 泰昭 教授が，本年（平成２６年）１月４日にご逝去さ

れたことに伴い，本学学長選考会議規程第２条第２号の規定に基づき，後任の委員を速やか

に補充する必要があるため，本評議会の評議員から選出したい。 

○学長選考会議の委員については，従来は，評議会の構成員から投票により選出していたが，

今年度は昨年（平成２５年）１２月１６日に開催された平成２５年度第６回の会議をもって

終了している状況にあり，今後，学長選考会議が開催される予定はなく，実質的な影響はな

いことや，就任期間が持田教授の残任期間である本年の（平成２６年）３月３１日までとい

う短期間のものであること等から，従来からの投票による選出方法に替えて，学長が委員を 

指名することにさせていただきたい。 

 

続いて，選出方法について審議が行われ，提案のとおり承認された。 

 その後，和田議長代行から，後任の委員について，加地 太一 教授を指名する旨提案が

あった。 

また，委員の任期については，本学学長選考会議規程第３条第１項の規定に基づき，評議

員としての任期と同一となるので，本日（平成２６年２月７日）から本年の（平成２６年）

３月３１日までとなる旨発言があった。 

続いて，審議が行われ，原案どおり承認された。 
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４．教員の採用について 
 

和田議長代行から，教員の採用について，本日開催の学部・大学院合同教授会で採用原案

が得られたので，審議資料４（回収）に基づき，審議願いたい旨提案があった。 

続いて，質疑応答等が行われた。 

 

〈質疑応答等内容〉 

●任期付き教員の選考基準は，任期付きでない教員の選考基準と同じか。 

○同じである。選考基準を満たした上で，どこを重要視するかは，各選考委員会の判断によ

るところである。 

 

その後，審議が行われ，原案どおり承認された。 

 

【「地（知）の拠点整備事業」に係るビジネス創造センター任期付き准教授】 

採用予定者    後藤 英之 

採用予定年月日  平成２６年３月１日 

採用予定職種   准教授 

任期       平成２８年３月３１日まで（事業の中間評価の結果により，再任可。 

ただし再任にあたっては，再任審査を行う。なお再任の場合の任期は 

２年とし，１回を限度とする。） 

 

 

 

次回の会議日程 

 次回の教育研究評議会は，２月１２日（火）に開催する予定である。 

 

以 上 


